
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

この会報を読んでみたいという人がご近所やご親戚やお友だち、周りの人におられましたら、ご連絡ください。お届けします。また、ご意見もいただければ、

うれしいです。 連絡先■上野昭久 0267-53-2543 吉川友子 0267-53-2300携帯 090-9003-8116 Ｅメール 2013tomoko@gmail.com 

（後援会内部資料） 
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 吉川友子後援会報 
発行：吉川友子後援会    

会長 上野昭久 幹事長  田村至 

会計 高塚紀之 事務局長 滝澤さや香 
 2021(令和 3)年 1 月 

辺野古の美しい砂浜と海。県民の反対にもかかわらず、土砂投入が進む 

佐久水道企業団議会で水源地の現地

調査をした時の写真です。佐久地域は

水が豊かで、家庭に配水されるほぼす

べてが湧水と地下水です。これを守り

続けたいと心に誓いました。 

こども環境学会シンポジウムで登壇 2020.11.28 

コロナ禍を乗り越え 

より暮らしやすい佐久市を目指して 
新型コロナ感染症は私たちの暮らしを大きく変えています。商店のみ

なさんへの影響も大きく、またイベントや集会の中止にともなって、自

由業と言われる方々の暮らしも大変です。病院など医療関係で働く方々

のご苦労には頭が下がります。この困難を乗り越えるための支援がとて

も大切です。そして、この中で未来に向けてどのような地域づくりをし

ていくのか、行政や議会の役割も重要です。私は、次のような課題に取

り組んでいく所存です。 

① 子供の貧困などに対する対策を強化し、「ここで子育てしたいと思え

る街づくり」に取り組み、孤立しない子育て環境をつくる 

② 子どもの通学や高齢者のために、公共交通の充実を進める 

③ 自然保育や環境教育を重視し、子どもの多様な成長を支える活動を支

援する 

④ 地球環境問題を市民のみなさんとともに学習し、今私たちができるこ

とを提案・実践する。佐久市に存する広大な山林を守り活用する 

⑤ 過疎化対策、人口減少問題に取り組む。都市からの移住を促進し、耕

作放棄地や空き家問題解決にもつなげる 

⑥ 佐久地域の医療体制の一層の充実をはかる。川西赤十字病院の存続と

発展を支え、全面建て替えを支援する体制を整える  

⑦ 望月サテライト校の発展を支える（裏面に一般質問） 

⑧ 行政や議会、委員会や団体などで、女性が活躍できる条件を整える 

⑨ 猫や犬の命も大切にする活動を通して、やさしさと支え合いの社会を

作る一助とする 

⑩ 地域の課題を市民のみなさんと共有し、地域に根差した市民活動を進

め、自然や文化や伝統などの地域資源を生かした地域づくりを進める 

 

 

 

 

 

佐久市議会 YouTubeチャンネルが開設されました。 

委員長を務めている広報広聴特別委員会として、今年度開催できなかった

議会報告を動画でお伝えさせていただいています。これからも各委員会な

どから動画がアップされる予定ですので、ぜひチャンネル登録してご覧く

ださい。   

 

 

謹 

賀 

新 

年  

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
議
会
活
動
や
地
域
活
動
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
昨
年
も
地
域
や
議
会
で
多
く
の
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
昨
年
か
ら
世
界
中
で
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
く
人
々
が
対
面
で
集
い
、
食
事
を
し
た
り
笑
っ
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
医
療
関
係
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
尽
力
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
活
動
し
て
い
き

ま
す
。 

 

世
界
中
で
起
き
て
い
る
災
害
や
感
染
症
も
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環

境
問
題
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
望
む
地
球
環
境
の
維

持
を
、
多
く
の
人
と
一
緒
に
考
え
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
世
界
各
国
の

政
府
は
２
０
５
０
年
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
研
究
者
は
こ

れ
か
ら
の
10
年
が
勝
負
だ
と
言
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
れ
か
ら
10
年
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
か
で
、
地
球
の
未
来
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

 

佐
久
市
に
お
い
て
も
、
農
地
や
山
林
の
維
持
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
取
り
組
み
、
人
口
減
少
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
な
ど
の
課

題
を
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
三
期
目
の
議
会
活
動
を
目
指
し
て
、

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
も
み
な
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を 

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

吉
川
友
子 

地域猫の活動に多額なご寄付・・本当にありがとうございました 

地域猫の活動に対しては、多くの方からご依頼をいただき、現地へ出向

いて解決のために努力してまいりました。一時は我が家も子猫 10 数匹に

なりましたが、もらってくださる方も多く、今は 1匹です。ご寄付の資金

は、猫の去勢手術の費用などに使わせていただきます。 

 

佐久市議会 YouTube チャンネルが開設されました。 

私が委員長を務める広報広聴特別委員会は、今年度開催できなかっ 

た議会報告を動画でお伝えしています。これからも各委員会などか 

ら動画がアップされる予定ですので、ぜひチャンネル登録してご覧 

ください。   

 

 女性議員連盟として、12 月 24 日に柳田市長と懇談をいたしました。 

これまで、（株）ヤッホーブルーイングや（株）はたらクリエイトといった女性

が働きやすい環境の会社を視察、子育て中の移住者との意見交換などをし、市長へ

は佐久市として率先して女性が活躍できるような環境づくりを提言しました。 

 

 

「こども環境学会」全国大会プレセミナーに 

パネリストとして参加 
長野県自然保育推進議員連盟副代表として 

■１１月２８日行われた「こども環境学会」主催の全国大会プレセミナーにパ

ネリストとして参加させていただきました。子どもたちが健全に育つ環境づく

りとして大人は何ができるか、それぞれの立場から発言がありました。大人た

ちがあまり口や手を出さず、子どもを忍耐強く見守ること、その大切さが多く

語られました。多様性を認め合う社会においては、子どもの意見もよく聞き、

自分の考えや価値観を押し付けないことが重要だと感じました。■１２月２０

日には、自然保育推進議員連盟と長野県との共催で、オンラインシンポジウム

を開催しました。自然保育実践園の大切さや課題も明らかになりました。 



第
三
回
定
例
議
会
（
８
月
２６
日
か
ら
９
月
２５
日
）

■
吉
川
友
子
議
員
の
一
般
質
問 

長
野
西
高
望
月
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に 

一
層
の
支
援
を 

（
吉
川
）
長
野
西
高
望
月
サ
テ
ラ
イ
ト
校
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。
生
徒
数
、
ど
の
地
域
か
ら
、

下
宿
住
宅
等
改
修
補
助
金
の
利
用
状
況
は
、
そ
し

て
職
員
体
制
は
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。 

（
望
月
支
所
長
）
生
徒
数
は
男
性
29
名
、
女
性
49

名
、
合
計
78
名
で
佐
久
市
内
が
約
50
％
、
う
ち

望
月
地
区
が
約
５
％
、
小
諸
市
が
約
20
％
、
そ
の

他
上
田
市
、
東
御
市
、
南
北
佐
久
地
域
か
ら
約

30
％
、
県
外
か
ら
の
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
宿

住
宅
等
改
修
補
助
金
の
利
用
は
８
月
末
現
在
で

あ
り
ま
せ
ん
。
下
宿
を
希
望
す
る
生
徒
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

職
員
体
制
は
、
教
諭
、
講
師
、
事
務
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
校
医
を
含
め
、
30
名
程
度

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
月
曜
日
・
水
曜
日
は
本

校
で
日
曜
日
に
開
講
さ
れ
た
内
容
と
同
じ
内
容

を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
火
曜
日
は
学
び

直
し
や
大
学
入
試
に
対
応
し
た
授
業
を
受
講
で

き
ま
す
。
木
曜
日
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
、
金

曜
日
に
は
特
別
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
空
き
時
間
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
メ
デ

ィ
ア
視
聴
に
よ
る
学
習
、
勉
強
以
外
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
吉
川
）
よ
り
多
く
の
学
生
が
通
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い

る
生
徒
さ
ん
も
い
る
よ
う
な
の
で
、
託
児
室
な
ど

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
県
と
交
渉
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
多
く
の
生
徒
さ
ん
が

望
月
の
サ
テ
ラ
イ
ト
校
を
選
ん
で
応
募
し
て
き

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

環
境
に
配
慮
し
た
行
政
の
取
組
み 

（
吉
川
）
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
と
は
、
環

境
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
商
品
を
購
入
し
た
り
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
商
品
を
積
極
的
に
導
入
し
た
り
す
る

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
す
る
消
費
者
の

こ
と
で
す
が
、
第
二
次
佐
久
市
環
境
基
本
計
画
や

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
も
出
て
く
る
「
グ

リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の
育
成
の
た
め
の
啓

発
」
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

 

（
環
境
部
長
）
市
で
は
第
二
次
環
境
基
本
計
画
に

お
い
て
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
３
Ｒ
（
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
推
進

を
し
て
お
り
、
そ
の
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
グ

リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
育
成
の
た
め
の
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
無
駄
な
も
の
を
買
わ
ず

に
必
要
な
分
だ
け
買
う
、
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ

を
持
参
す
る
、
過
剰
包
装
の
辞
退
な
ど
を
推
進
す

る
こ
と
で
す
。
家
電
製
品
や
自
動
車
を
省
エ
ネ
製

品
に
変
え
る
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
、
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
ま
た
食
材

は
近
く
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
選
ぶ
、
と
い
っ
た

内
容
で
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

へ
の
改
革
を
進
め
る
た
め
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
吉
川
）
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
は
重
要
で
す
。

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
か
？ 

（
環
境
部
長
）
今
年
度
、
事
業
系
、
一
般
廃
棄
物

大
量
排
出
事
業
者
50
社
に
対
し
て
分
別
方
法
や

減
量
化
策
、
資
源
化
策
を
確
認
し
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

学
校
で
の
除
草
剤
使
用
は
再
検
討
を 

（
吉
川
）
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
は
、
国
際
が
ん
研
究
機

関
が
「
発
が
ん
性
の
可
能
性
あ
り
」
と
し
、
世
界

中
の
多
く
の
国
で
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の
使
用
に
禁

止
ま
た
は
規
制
を
か
け
て
い
ま
す
。
佐
久
市
で
は
、

学
校
で
グ
リ
ホ
サ
ー
ト 

系
の
除
草
剤
を
使
用
し

て
い
ま
す
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
す
か
。 

（
学
校
教
育
部
長
）
小
学
校
で
グ
リ
ホ
サ
ー
ト 

系
の
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
学
校
は
17
小
学

校
の
う
ち
15
校
で
す
。
中
学
校
で
は
７
中
学
校

す
べ
て
の
学
校
で
使
用
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
周

辺
な
ど
の
ほ
か
、
フ
ェ
ン
ス
側
、
ま
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
や
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
隙
間
な
ど
に

使
用
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
グ
リ
ホ
サ
ー
ト 

は
植
物
の
シ
キ
ミ
酸

経
路
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
て
、
ア
ミ
ノ
酸
が
作
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
人
間
に
は
そ
の
シ
キ
ミ
酸
経
路

が
な
い
か
ら
、
人
間
に
害
は
な
い
、
と
い
う
の
が

メ
ー
カ
ー
の
説
明
で
す
が
、
人
間
の
腸
内
細
菌
は

そ
の
シ
キ
ミ
酸
経
路
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
グ

リ
ホ
サ
ー
ト 

は
腸
内
細
菌
、
特
に
小
さ
い
子
ど

も
の
腸
内
細
菌
に
変
異
を
与
え
る
と
い
う
研
究

結
果
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
腸
内
細
菌
と
ア
レ

ル
ギ
ー
や
免
疫
力
の
関
係
、
さ
ら
に
は
脳
へ
の
影

響
な
ど
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
校
で
グ

リ
ホ
サ
ー
ト 

系
除
草
剤
は
使
用
し
て
い
く
の
か
、

伺
い
ま
す
。 

 

（
学
校
教
育
部
長
）
学
校
で
使
用
す
る
除
草
剤
に

つ
い
て
は
、
農
薬
取
締
法
に
お
け
る
登
録
品
を
使

用
し
ま
す
。
こ
の
登
録
品
は
農
林
水
産
省
に
よ
り

発
が
ん
性
や
そ
の
他
、
毒
性
に
関
わ
る
試
験
に
合

格
し
た
も
の
で
、
適
正
な
使
用
の
限
り
に
お
い
て

国
に
よ
っ
て
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
安
曇
野
市
で
は
教
育
関
連
施
設
で
の
除

草
剤
は
使
用
し
て
い
な
い
、
池
田
町
で
も
で
き
る

だ
け
人
体
に
影
響
の
少
な
い
も
の
を
選
択
す
る

よ
う
に
し
た
と
し
て
い
ま
す
。
国
際
産
婦
人
科
連

合
は
科
学
的
証
拠
と
予
防
原
則
に
則
り
、
グ
リ
ホ

サ
ー
ト 

の
使
用
は
世
界
規
模
で
禁
止
す
べ
き
と

い
う
勧
告
を
発
表
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
も
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
は
止
め
る

方
向
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

            

第
四
回
定
例
議
会
（
１１
月
２６
日
か
ら
１２
月
２２
日
）

■
吉
川
友
子
議
員
の
一
般
質
問 

気
候
非
常
事
態
宣
言
ど
う
生
か
す
か 

（
吉
川
）
気
候
危
機
に
よ
り
、
気
温
の
上
昇
や
干

ば
つ
、
洪
水
・
台
風
な
ど
の
災
害
の
増
加
、
感
染

症
の
拡
大
、
生
物
多
様
性
の
損
失
、
食
糧
不
足
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
世
界
の
気
温
が
１
度
上
昇
す
る
と
、
１０

億
人
が
現
在
の
場
所
に
住
め
な
く
な
る
、
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
県
下
で
起
き
た
大
規

模
な
災
害
も
、
気
候
変
動
が
大
き
な
要
因
で
す
。

佐
久
市
議
会
は
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
決
議
し

ま
し
た
。
市
当
局
と
し
て
こ
の
決
議
を
施
策
に
ど

う
生
か
し
て
い
か
れ
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。 

（
柳
田
市
長
）
佐
久
市
で
も
近
年
最
高
気
温
が
頻

繁
に
更
新
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
よ
う
な
気
象
災
害
が
今
後
増
加
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
本
決
議
を
重
く

受
け
止
め
、
佐
久
市
議
会
と
共
同
で
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
表
明
し
ま
し
た
。
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
、

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。 

（
環
境
部
長
）
市
と
し
て
次
の
基
本
方
針
を
立
て

ま
し
た
。
①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進
。
②
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
、
③
街
の
低
炭
素

化
の
推
進
（
住
宅
や
ビ
ル
の
新
築
、
増
改
築
時
に

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
設
備
を
す
る
な

ど
）
④
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
⑤
３

Ｒ
の
推
進
（
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
、
ご
み
の
発
生
抑

制
、
資
源
循
環
に
配
慮
し
た
事
業
活
動
や
グ
リ
ー

ン
購
入
の
重
要
性
な
ど
）
、
⑥
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス

等
の
周
知
に
よ
る
地
球
温
化
対
策
へ
の
意
識
啓

発
、
⑦
県
等
と
の
連
携
で
す
。 

（
吉
川
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
、

本
当
に
大
事
な
こ
と
で
す
。I

P
CC

（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
先

住
民
の
伝
統
的
な
知
恵
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
適

応
策
の
有
効
性
が
向
上
す
る
、
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
佐
久
市
で
も
、
昔
の
知
恵
を
生
か
し
て
適
応

策
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

17
歳
の
環
境
活
動
家
グ
レ
タ
さ
ん
は
、
気
候
変

動
を
危
機
と
と
ら
え
、
す
ぐ
に
行
動
し
て
ほ
し
い
、

と
訴
え
て
い
ま
す
。
市
は
先
頭
と
な
り
、
行
動
を

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

産
後
ケ
ア
の
充
実
を 

（
吉
川
）
現
在
行
っ
て
い
る
産
後
ケ
ア
事
業
の
内

容
や
実
績
、
利
用
者
の
声
、
今
後
の
計
画
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
市
民
健
康
部
長
）
現
在
行
っ
て
い
る
、
助
産
師

が
訪
問
し
、
身
体
的
、
心
理
的
ケ
ア
や
授
乳
指
導

を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
に

加
え
、
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
は
、
特
に
初
め
て
お

母
さ
ん
に
な
る
方
に
と
っ
て
は
本
当
に
心
強
い

サ
ポ
ー
ト
で
す
の
で
、
期
待
し
て
い
ま
す
。 

こ
ど
も
環
境
学
会
連
携
協
定
に
期
待 

（
吉
川
）「
こ
ど
も
環
境
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
、

今
年
の
７
月
に
締
結
さ
れ
た
「
こ
ど
も
環
境
学
会

と
の
連
携
協
定
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（
柳
田
市
長
）
本
市
で
は
本
年
７
月
、
公
益
社
団

法
人
こ
ど
も
環
境
学
会
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
野
沢
会
館
、
野
沢
児
童
館
、
県
民

佐
久
運
動
ひ
ろ
ば
、
臼
田
地
区
新
小
学
校
に
つ
い

て
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
長
期
的
な
連
携

も
計
画
し
て
い
ま
す
。 

（
吉
川
）
こ
ど
も
環
境
学
会
に
は
多
く
の
分
野
の

専
門
家
の
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
ソ
フ

ト
面
で
も
ご
助
言
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
子
育
て
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
向
け

た
施
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

（
柳
田
市
長
）
佐
久
市
に
お
け
る
人
の
創
生
を
基

本
目
標
の
一
つ
と
し
、
①
地
域
一
体
と
な
っ
た
子

育
て
環
境
の
構
築
②
保
育
施
策
の
推
進
、
③
第
三

子
以
上
の
出
産
を
促
進
す
る
施
策
、
④
移
住
を
検

討
す
る
人
々
へ
の
情
報
発
信
、
な
ど
で
す
。 

（
吉
川
）「
孤
立
し
な
い
子
育
て
」
、
佐
久
市
な
ら

仲
間
が
い
る
か
ら
一
緒
に
子
育
て
で
き
る
！
と

思
え
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
自
然
保
育
な
ど
も
含
め
、
魅
力
あ
る
子
育
て

環
境
が
佐
久
市
に
増
え
て
い
く
よ
う
、
私
た
ち
も

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 


